
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会（第７回）次第 

 

 

日時：令和８年７月 27日（月）13：30～15：30 

場所：東川町農村環境改善センターホール 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 懇談事項 

（１） 第６回懇談会、パブコメ結果の報告           【資料１】 

（２） 旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案）について  【資料２】 

（３） 中心市街地の整備イメージ・基本計画の進め方について  【資料３】【資料４】 

（４） 全委員からの発言 

（５） 有識者総評 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 

 配付資料  

【資料１】第６回懇談会、パブリックコメントの結果 
【資料２】旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案） 

【資料３】中心市街地の整備イメージ 
【資料４】基本計画の進め方 

 



 

旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会委員・有識者名簿 

■委員 

分野 所属 役職名 氏名 

住民 中央自治振興会 会長 平川 和彦 

住民 西部自治振興会 交流副部長 大橋 献太郎 

住民 第一自治振興会 事務局長 三輪 裕子 

住民 キトウシ自治振興会 総務部長 菅沼 順稚 

住民 第三自治振興会 副会長 高崎 隆司 

農業 東川町農業協同組合 専務理事 高倉 直樹 

農業 東川町農業協同組合 理事参事 樽井 博行 

農業 東川町農業協同組合 購買部長 米田 保範 

林業 東川町森林組合 代表理事組合長 能沢 勇人 

商工業 東川町商工会 会長 髙島 郁宏 

商工業 東川町商工会 理事 平田 康高 

商工業 東川町商工会 理事 能沢 翔汰 

商工業 東川町商工会 理事 木村 俊洋 

観光 一般社団法人ひがしかわ観光協会 代表理事 竹部 修司 

観光 一般社団法人ひがしかわ観光協会 副代表理事 竹内 崇 

観光 一般社団法人ひがしかわ観光協会 副代表理事 佐藤 孝一 

建築・設計 東川町建設業協会 会長 藤田 裕司 

木工・家具 東川木工会～think woods～ 代表 長谷川 将慶 

木工・家具 東川木工会～think woods～ 事務局 小助川泰介 

木工・家具 東川木工会～think woods～ 事務局 岡村 貴弘 

木工・家具 東川木工会～think woods～ 事務局 渡辺 雅美 

福祉 東川町社会福祉協議会 会長 柏原 定和 

福祉 東川町民生委員児童委員協議会 副会長 森田 貞義 

交通 旭川電気軌道株式会社 運輸部部長 蟹谷 正 

教育 東川町教育委員 教育委員 荒井 一洋 

教育 東川町 PTA連合会 会長 正垣 芳苗 

教育 東川町校長会 会計・対策・情報 浅野 拓司 

教育 東川国際文化福祉専門学校 副校長 黒田 英敏 

教育 北海道立東川高等学校 教頭 森  雅義 

 

  



 

■有識者 

分野 役職他 氏名 

家具・デザイン  
椅子研究家 

東海大学名誉教授 
織田 憲嗣 

家具・デザイン  

旭川家具工業協同組合理事長 

北海道家具工業協同組合連合会代表理事 

一般社団法人日本家具産業振興会理事 

織田コレクション協力会会長 

藤田 哲也 

家具・デザイン  
織田コレクション協力会事務局 

旭川家具工業協同組合専務理事 
杉本 啓維 

家具・デザイン  
株式会社 2M house 代表取締役 

モダンリビング・プロジェクトディレクター 
下田 結花 

人づくり・町づくり 

東川町人づくりアドバイザー 

壱岐市政策顧問 

慶應義塾大学特任准教授・SFC 研究所上席所員 

中村 駿介 

人づくり・町づくり 

東川町観光大使 

法政大学大学院政策創造研究科（修士号） 

アナウンサー 

水野 悠希 

人づくり・町づくり 

一般社団法人新渡戸園有リビングラボ理事長 

前北海道大学大学院工学研究院准教授 

北海道大学大学院工学研究院非常勤講師 

東京電機大学研究員・非常勤講師 

小篠 隆生 

■役場関係者 

所属職 氏名 所属職 氏名 

町長 菊地  伸 学校教育課長 竹田 慶介 

副町長 市川 直樹 生涯学習課長 今野 裕太 

副町長 佐藤 文泰 旭岳ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ所長 小林  峻 

教育長 杉山 昌次 子ども未来課長 塚原 裕美 

企画総務課長 藤井 貴慎 議会事務局長 北  雅仁 

保健福祉課長 佐々木貴行 農業委員会事務局長 田渕  浩 

町立診療所事務局長 藤川 裕充 大雪地区広域連合事務局長 高石 大地 

税務住民課長 矢ノ目俊之 子ども発達支援センターおひさま所長 佐々木幸代 

文化交流課長 佐々木英樹 文化交流課文化推進室室長 阪部 友洋 

多文化共生課長 本多 大樹 写真の町課写真の町推進室主任 吉里 演子 

写真の町課長 大角  猛 文化交流課文化推進室 斉藤 知子 

会計管理者 工藤 和博 適疎推進課課長 窪田 昭仁 

農業振興課長 朝倉 祥貴 適疎推進課適疎推進室室長 中村あさ子 

経済振興課長 吉原 敬晴 適疎推進課適疎推進室主査 渡辺 翔太 

都市建設課長 金山 裕之 適疎推進課適疎推進室主事 豊口 蓮樹 

農地整備センター所長 中山 善敬   

 

  



旧東川駅跡再開発プロジェクト
第６回懇談会開催結果、パブリックコメント実施結果

2026年７月27日
東川町

資料１
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第６回懇談会における主なご意見
• 第６回懇談会では、下記４点の議題において、基本構想骨子案の内容を検証するワークを行いました。

第６回懇談会での主な議題および意見
No. 議題 主なご意見

１ 基本理念やめざす方向性・構造について
• 面・線・点まではわかりやすいが、２次元的なワードの中に急に空間という３次元のワードが出てくると

言葉としては混乱した
• 基本理念については、文化発信のみに特化しても良いのではないか。

２
①を踏まえた駅跡の役割や
導入機能について

• すべての施設のハブとしての役割を旧駅跡が担うのはとても良いと思うが、運営側の力量が問われると
思う。

• 町民にとってこの場所がハブになるのかが疑問である。観光拠点と産業拠点の役割分担が難しい印象
を受けた。

• 誰でも成長できる場、継続して学び続ける場、高齢者がふれ合える機能、東川の価値を示す機能、
シビックプライドを作り出す機能などがあると良い。

３ 空間の考え方について

• 具体的な動線を早く示した方が、「町全体がデザインミュージアム」という主旨をイメージしやすいのでは
ないか。また、（構想案に示された）４つのコースだけでは、観光客は満足しないのではないか。

• 観光としては、ウォーカブルな回遊を促す仕組みは良いと思われる。構想案で示されている回遊コース
のイメージが夏のコンテンツに偏っている点は気になった。

• デザインミュージアムの展示施設とパブリックスペースを町民が行き来する具体的な場面をイメージでき
ると良い。

４ 基本構想（案）に対しての総評

• 未来の東川町にとってより有用になるように盛り沢山ではなく、コンパクトに優先順位をつけて、基本計
画策定に活かして欲しい。

• 観光客をより呼び込んでいく、あるいは住民が使いやすい場所どちらに注力していく想定なのかが気に
なった。

• 懇談会の議事録を町民がいつでも見れるなど、決定過程に透明性がほしい。タウンミーティングや説明
会などには参加しているものの、分からないことも多いと感じている。



第６回懇談会でのご意見整理結果
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第６回懇談会でのご意見 1班
1班 計34件（1/3）

議題１ 基本理念やめざす方向性・構造について

・面・線・点まではわかりやすいが、２次元的なワードの中に急に空間という３次元のワードが出てくると言葉としては混乱した

・町全体がデザインミュージアムというコア・コンセプトは理解・共感できます

・文化発信のみでも良いのでは？

・町全体を回遊し、長く滞在してもらうことは良い

・ミュージアムと考えるなら、全体の一部として何か特化するのか？

・図が円になったことで、抽象的になってイメージしづらい。町の地図で表した方がわかりやすいのでは・・・？

・内容が多岐に渡っているので、運営が難しそう

・今まで話し合ってきた内容が網羅されていて良いと思う

議題２ ①を踏まえた駅跡の役割や導入機能について

・1.文化に資する機能→生活・産業・文化の歴史を知るは現状郷土館にある。十分かと思う

・機能配置の検証ページで町の施設が一覧となることで、それぞれの役割がわかりやすい

・文化・学びの発信拠点。織田コレクション、東川家具、クラフト

・ショップは必要か（家具・クラフト関係以外の物）

・すべての施設のハブとしての役割を旧駅跡が担うのはとても良いと思いますが、運営側の力量が問われそう

・町民にとってこの場所がハブになるのか？（この機能を考えると）観光拠点と産業拠点の役割が難しい
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第６回懇談会でのご意見 1班
1班 計34件（2/3）

議題２ ①を踏まえた駅跡の役割や導入機能について（つづき）

・運営をどうするのか、誰が担うのかの早めの検討が必要／運営側にどんな資質が必要か考える

議題３ 空間の考え方について

・観光としてはウォーカブルな回遊はよさそう。夏のみ、せんとぴゅあ、そらいろ、文化ギャラリー、駅跡をめぐるバス（クリスマスマーケットのとをの）

・具体的な動線を早く示してもらえた方が「町全体がデザインミュージアム」という主旨をイメージしやすいのでは？

・日常では町民が施設をめぐることは少ない。目的があって利用する

・町内回遊の仕組みを考える。電気自動車利用ゼロカーボン

・デザインミュージアムの展示施設とパブリックスペースを町民が行き来する場合はどんなときか考えてみる

・北4条道路にいくつかの懸念要素（落雪、交通の安全）がある中で、そちら側にロビーがあるのは適当か？

・町民が活用する空間づくりは難しい

・屋外の広場を減らし、駐車場を増やした方がよい。近くにそらいろ、羽公園ある。芝こんなに必要か

・クラフトツアー

・酒ツアー

・美術館ツアー

議題４ 基本構想（案）に対しての総評

・期待 大
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第６回懇談会でのご意見 1班
1班 計34件（3/3）

議題４ 基本構想（案）に対しての総評（つづき）

・町民に話し合いの過程が見えることで応援したい気持ちが沸いたり、自分ごとに考えることができる

・誰が運営？

・住民の安全・生活／(交通)(騒音)

・欲張りすぎない

・未来の東川町にとってより有用になるように盛り沢山ではなく、コンパクトに優先順位をつけて、基本計画かして欲しい

・参加せずにいると、施設ができた後になぜこのようになったか理解できず、不満が出そう。不満をなくすためにも多くの人が理解して話し合う場がほしい

・懇談会の議事録を町民がいつでも見れるなど透明性がほしい。タウンミーティングや説明会など参加しているが、わからないこと多い
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第６回懇談会でのご意見 2班
2班 計1件

議題１ 基本理念やめざす方向性・構造について

・コアコンセプト賛同
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第６回懇談会でのご意見 3班
3班 計12件（1/2）

議題１ 基本理念やめざす方向性・構造について

・少し表現の工夫を／点（それぞれ）／拠点（それぞれ）／線（ストーリー）

・点／ 新たな／「点」が増える!!

・動線／客動線／住民動線

・かかわり／役割／（既存施設含めて）

・発信／家具／ ＜木工会＞／ ＜組合＞

議題２ ①を踏まえた駅跡の役割や導入機能について

・盛り盛り／スペース的に足りる？

議題３ 空間の考え方について

・２つの要素／それぞれがハブ的な内容と思う

・明確／織田コレクション

議題４ 基本構想（案）に対しての総評

・表現／新たな拠点という方がベターでは？／

・不足／「観光」というワード

・四季／季節感入れたい／四季を使った表現!!
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第６回懇談会でのご意見 3班
3班 計12件（2/2）

議題４ 基本構想（案）に対しての総評（つづき）

・線／留まるイメージ不足かも／夏の感じ強い
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第６回懇談会でのご意見 4班
4班 計32件（1/3）

議題１ 基本理念やめざす方向性・構造について

・子供たちが土日に行くイメージができるか？

・賛成？

・学び／学校教育？／社会教育？／（生涯）

・学校すでにいっぱい！（実施してる）

・生涯学習としてどう活用されるのか？

・既存施設に求めるものは何

議題２ ①を踏まえた駅跡の役割や導入機能について

・東川にはすごい家具（価値）がある！

・誰でも成長できる場所、機能

・継続して学び続ける場

・高齢者がふれ合える機能

・東川の価値を示す機能

・既存施設と機能が重ならないように

・シビックプライドを作り出す機能

・利用者側のデザイン→聞き取り
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第６回懇談会でのご意見 4班
4班 計32件（2/3）

議題３ 空間の考え方について

・観光寄りにしてリピート来るか？

・４つのコースだけでは、観光客は満足しないのでは

・観光コース／企業に営業をしたい

・通勤・通学で利用してほしい／コース

・町学校のクラブで利用する／コース

・回遊／↓／ポケモンGO

議題４ 基本構想（案）に対しての総評

・観光より？／住民より？／どちらによせているのか？

・東川の良い／ハコモノがある中でどのような立ち位置？

・事業費の財源良いと思う

・レンガ倉庫の活用・保存／柱

・ゾーニングが／わかりやすい

・交付金とふるさと納税で賄えるのがいい

・物価の見込み大切？

・ランニングコスト増大／（留意）
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第６回懇談会でのご意見 4班

4班 計32件（3/3）

議題４ 基本構想（案）に対しての総評（つづき）

・町内各団体の要望の把握

・町内の教育施設（リソース）関係は良い

・利用者を具体化するべきでは？

・使い方のデザインをしたい



パブリックコメントでのご意見整理結果
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パブリックコメントの実施概要
• 下記のとおりパブリックコメントを実施しました。

募集期間 • 令和８年６月10日（水）から令和８年６月30日（火）

公表資料
• 旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想（案）
• 旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想案説明資料

提出方法 • 持参 / 郵送 / 電子メール

パブリックコメントの実施概要

パブリックコメントの実施概要

提出者数 ４人 ８項目（次ページ以降では内容ごとにご意見を区分して記載）
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パブリックコメント｜

パブリックコメントでのご意見
意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方

旧東川駅
跡再開発プ
ロジェクトを
通じて解決
すべき課題
について

施設整備（導
入機能） ― 女性

施設整備において「医療・健康・スポーツ分野の国際会議やワークショップ
開催」を視野に入れていただくことを提案いたします。
近年、リハビリテーション医学、スポーツ医学、アスレティックトレーニング、コ
ンディショニング分野では、日本国内で国際会議や実技研修会を開催し
たいという要望が増えています。しかし、多くの会議施設は講演形式を前
提として設計されており、実技を伴う教育プログラムへの対応が十分ではあ
りません。
特にこれらの分野では、
・治療台（ベッド）を設置できるスペース
・マットエリアを活用した実技指導環境
・運動解析や身体機能評価を行うための十分な空間
・少人数から大人数まで柔軟に対応できる会場
が求められます。
東川町は旭川空港に近く、豊かな自然環境と滞在価値を有していること
から、医療・健康・スポーツ分野の教育・研修・国際交流の拠点となる大
きな可能性を持っていると考えます。実技を伴うワークショップや国際会議
に対応できる施設は全国的にも多くなく、東川町の特色ある強みになり得
ます。

医療・健康・スポーツ分野の国際会議や
ワークショップへの対応については、旧東川
駅跡地に整備を想定している多目的ホー
ルにおいて、多様な利用形態に柔軟に対
応できる空間構成を基本的な方向性とし
て掲げています。いただいたご提案につきま
しては、基本計画の検討段階において参
考とさせていただきます。

施設整備（デザ
イン、実用性） ― 女性

施設整備においては、デザイン性と同時に機能性を重視していただければ
と思います。
都市部では、デザイン性や建築的な意匠を優先した結果、利用者にとっ
て使い勝手が悪く、冷暖房効率や維持管理効率に課題を抱える施設も
少なくありません。再開発施設においては、見た目の美しさだけでなく、
・冬季の暖房効率、夏季の冷房効率
・会場レイアウト変更のしやすさ
・機材搬入や設営のしやすさ
・利用者と運営者双方の利便性
・長期的な維持管理コスト
などを十分に考慮した、実用性の高い施設となることを期待しています。
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パブリックコメント｜
パブリックコメントでのご意見

意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方

旧東川駅跡再
開発プロジェクト
を通じて解決す
べき課題につい

て

織田コレク
ションの展示
方法

70歳代 男性

「体験型」展示の検討をお願いしたい。
「体験型展示」とは、展示物に触れたり、一時的に使えたり、座れ
たりすることができるような展示方法である。
織田コレクションの椅子の中には、文化財的な価値を有する貴重
な作品が多数含まれていることはいうまでもないが、他方で、現在
も生産され続け、多くの場所で実際に使用されている製品も多い。
また、本来、「椅子」は、人々が多様な生活の場面で使用する
「道具」の一種であり、使われることを目的として造られ、かつ、その
目的に応じて、古代より工夫が重ねられてきた。
そして、織田コレクションの中核をなす、主に近代以降にデザインさ
れてきた椅子のモデルには、それ以前の手工芸的な製造方法に
代わって、マスプロダクションのプロセスによって同一の形式のものが
大量生産されたものも多くある。
たとえば、コレクションの中に、同じタイプのものが複数ある場合は、
その一つを「体験型の展示物」として、鑑賞者が、ただ見るだけで
なく、実際に座ることができるような方法で展示されるのが望ましい
のではないか。
というのも、タウンミーティングの際に、「座ることができない椅子を展
示する施設のために〇〇億も費やすのか？」という発言が見受け
られたが、「座ることができる」展示物があることによって、そうした意
見に応じることができるとのではないか。
また、コレクションの維持には、修復技能・技術の継承も必須であ
ると考えられるので、そのためにも、「体験型」展示による経験の
フィードバックは有効ではないか。

「体験型展示」の導入については、展
示品の保存状態や文化財的価値を
考慮しつつ、現在も流通している製
品については実際に使用できる展示
形態を検討することは有意義なご提
案と受け止めております。
織田コレクションの展示方針について
は、学芸員等の専門的知見も踏まえ
ながら、基本計画の段階において具
体的な展示方法を検討してまいりま
す。いただいたご意見はその検討の中
で参考とさせていただきます。
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パブリックコメント｜
パブリックコメントでのご意見
意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方

旧東川駅
跡再開発プ
ロジェクトの
基本的な方
向性につい
て

屋外広場の活
用方法 70歳代 男性

敷地全体の約半分程度を占める「屋外広場」の全体デザインについ
て、ランドスケープ・アーキテクト、および造園家などの専門家を加えた
検討をお願いしたい。
p.22の機能配置図に示された「屋外広場」は、「文化創造エリア」と
「地域交流エリア」それぞれにとって、必要な場所であると同時に、両
者を繋ぎ、かつ重なり合う場所として、全体にとって重要な場所である。
そして、5つの建物からなる施設全体を、有機的に、かつ効果的に関
連付けるためには、このオープンスペースをどのようにデザインするかにつ
いて、各々の建物の改修設計および新築設計を担当する建築家に
加えて、外部空間の設計、および造園の設計を担当する専門家の
アイデアを導入することが望ましいと思われる。
というのも、従来、この場所は、冬期には、膨大な排雪が堆積されて
いた場所であったが、今回の再開発にあたっては、雪の時期にも特別
なオープン・パブリックスペースとしての役割を果たすことが求められるか
らである。
また、再開発の結果生じるであろう、近隣周辺の住宅地区へのさまざ
まな影響についても、慎重かつ丁寧に対応すべき課題も解決する必
要もあるであろう。
そうした、重層する複雑な課題に応えるためにも、外部空間や土壌、
植栽などに関する知識と技術を携えた専門家の参加が強く望まれる
のではないだろうか。

敷地内の「屋外広場」については、文
化創造エリアと地域交流エリアの双方
を有機的に繋ぐ重要な空間として、基
本計画段階においてランドスケープ・
アーキテクトの専門家の知見を活用す
ることも視野に入れながら検討してま
いります。また、冬季の排雪・積雪対
応や近隣住宅地区への影響について
も、設計プロセスにおいて丁寧に検討
すべき事項として受け止めております。
いただいたご意見は基本計画の検討
段階において参考とさせていただきます。
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パブリックコメント｜

パブリックコメントでのご意見
意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方

基本構想の
位置付けに
ついて

基本構想のあ
り方 60歳代 男性

現在の基本構想案では、当初計画案から事業内容、
事業費が大きく拡張しており、当初のイメージから大きく
かけ離れている。基本構想においても総花的で、写真甲
子園のような分かりやすさはない。
開発内容が、あまりにも箱物整備に偏っており、近年で
はどこの自治体もその運営に四苦八苦している状況なの
に、あまりにも楽天的な方向性と言わざるを得ない。
町民が計画の素案にかかわる事がほとんどなく、説明会と
意見聴取だけというのは、少し問題があるのではないか。
懇談会でほとんどの事業内容の方向性が決まっているよ
うだが、こんな重要な決定事項について、議事録の非公
開というのは理解に苦しむ。住民参加に逆行している。

本町のまちづくりの取組においては、住民参加型で
あることが重要なものと認識しております。本件等
については、タウンミーティングや地域別に開催した
説明会において説明と対話を実施した経緯がある
ほか、今後は懇談会での主要な検討経過を公表
していく方針です。

旧東川駅
跡再開発プ
ロジェクトを
通じて解決
すべき課題
について

事業費の適正
化 60歳代 男性

現在計画でも事業費が１０億円以上不足しているのに、
あとで増額処理するなら何でも有になってしまい、モラルハ
ザードではないか。とかも、整備内容に対して事業費が
異常なほど釣り合わず、高額となっている。
織田コレクションという個人の蒐集物に、多額の税金を
投入する事について、町民の理解が得られているとは考
えづらい。しかも、後年度の維持管理、運営費が１億円
以上という、異常な内容となっている。
財政破綻は他人事ではない、補助金があるから、ほとん
どの建設費は国が出すと言うスタンスは、夕張市が言って
いたことと同じである。実質負担しなければならない金額
は小さく見えるだけで、地方自治体が負担する額としては、
実際には大きい。

織田コレクションについては、本町の産業や文化の
振興において重要な役割を持つ財産であると考え
ており、その価値をまちづくりに生かしていく必要性
があると認識しています。事業費については、現在
は町内既存施設をベースとして概算を実施してい
る段階であり、昨今の建設市場及び類似他施設
における維持管理運営費実績を踏まえ、精査して
まいります。また、財源については、本町の財政の
健全性を損なわないよう、国庫補助の活用やふる
さと納税の基金化などの方策を検討し、維持管
理・運営費についても、民間活力の活用等により
自立的な運営を目指す方向で検討するなど、いた
だいたご指摘は基本計画の検討において参考とさ
せていただきます。
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パブリックコメント｜
パブリックコメントでのご意見

意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方

旧東川駅
跡再開発プ
ロジェクトの
基本的な方
向性につい
て

文化創造エリア
のコンセプト 50歳代 男性

プロジェクト基本構想案の文化創造エリア「デザインミュージア
ム」についての意見です。
・東京、札幌、旭川のような都市にあるミュージアムではなく、
なぜ北海道の田舎町（木工家具産業が盛んな）にデザイ
ンミュージアムがあるのか、ローカルな文化施設のあり方をコン
セプトの中心に据えてほしい。
・織田コレクションを中心とした収蔵展示することには賛成であ
るが、コレクション内の過去のモダンデザインの礼賛にとどまるこ
となく、現在の旭川家具のデザイン、北海道の生活デザイン
全般、さらには未来のデザインについても収蔵・展示してほし
い。
・ミュージアムのコンセプトづくりにおいてミュージアム運営専門
家や学芸員のほかに町内木工事業者（木工会など）のメ
ンバーを加えてほしい。

ご指摘の観点を踏まえ、機能の詳細は基本
計画以降の段階において決定してまいります。
懇談会等では町内木工事業者の皆様のご
知見を賜りながら検討を進めてまいりました。
今後も必要に応じて、有識者や関係者の皆
さまからご意見をいただきながら検討を進めて
まいります。

意見項目 主なテーマ 年齢 性別 意見内容 ご意見に対する考え方
旧東川駅
跡再開発プ
ロジェクトの
基本的な方
向性につい
て

事業責任主体
の明確化 60歳代 男性 事業の、責任主体を明確にすべきである。（懇談会参加者

が責任主体なのか、東川町なのか）

本事業の実施主体は東川町であり、懇談会
は町が意思決定をするうえで、広く意見を聴
取するために設置しています。町が責任を持っ
て判断・実施するものであることをご理解願い
ます。



懇談会・パブコメ意見の分析と基本計画で検討する事項について
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第６回懇談会ワークショップ・パブリックコメントなどを踏まえた論点整理

懇談会・パブコメ意見（分野別整理） 基本計画で検討・解決する事項

①方針
・

方向性

・「町全体がデザインミュージアム」への共感多数（コア・コンセプト賛同）
・「文化発信のみでも良いのでは」「欲張りすぎない」の声
・「面・線・点・空間」の言葉の混乱、円の図が抽象的
・四季・冬のイメージ不足、「観光」ワードの不足
・ローカルな文化施設のあり方を中心に据えるべき（パブコメ）

Ⅰ 基本方針・コンセプトの具体化

→ 「町全体がデザインミュージアム」を四季・回遊・滞在の視点で具体化
→ 点・線・面の考え方は実際の地図上で提示、より理解を得やすい表現へ改善
※上川管内の観光政策・東川の観光課題を踏まえ、観光産業の振興計画等を別途策定する必要あり

②場の
コンセプ
ト

・ハブ機能の実効性・運営側の力量への疑問（「町民のハブになるのか」）
・郷土館・せんとぴゅあ・道草館等との役割重複への懸念
・「観光寄りか住民寄りか」立ち位置の明確化を求める声

Ⅱ 既存施設との役割分担・連携計画

→ 郷土館・せんとぴゅあ・道草館・CRAFTPIA等との機能差別化と連携プログラムの策定
→ 各エリアの役割整理

③機能

・「歴史機能→郷土館と重複では」「ショップは必要か」「スペースは足りるか」
・学び機能の対象（学校教育・生涯学習）、高齢者交流・シビックプライドの
提案
・利用者（団体・クラブ等）を個別ヒアリングしてデザインすべき
・体験型展示・現在／未来のデザイン収蔵・実技型ホールの提案（パブコメ）

Ⅲ 導入機能・利用者を想定したサービスデザインの詳細化

→ 町内団体・グループへのヒアリングを実施しカスタマージャーニー（利用者の行動意識の変化）を
策定
→ 優先機能の序列化と段階整備計画の策定・収蔵2,500㎡の実態再検証
→ 体験型展示を含む展示構成は学芸員等の専門的知見と木工事業者等の参画を踏まえ検討

④資金
・

コスト

・交付金・ふるさと納税で賄えるスキームを評価
・物価上昇・ランニングコスト増大への懸念
・事業費の拡張・後年度の維持管理費への厳しい指摘（パブコメ）

Ⅳ 事業費・財源計画の精査

→ 物価変動リスクへのVE・段階整備等の対応方針策定
→ 全体約40億円（エリアA＋B合計）を前提とした地域未来交付金申請スキームの確定
→ 維持管理・運営費は民間活力の活用等による自立的運営を検討

⑤配置
・
空間

・具体的な動線の早期提示を要望、町内回遊の実効性への疑問
・北４条道路側のロビー配置：落雪・交通安全の懸念
・駐車場拡大 vs 屋外広場重視（真逆の意見が拮抗）
・屋外広場へのランドスケープ専門家参画・冬季の雪対応（パブコメ）

Ⅴ 配置・安全性・設計条件の確定

→ 北４条道路側の安全性検証（交通量調査7月開始）
→ 屋外広場はランドスケープ等専門家の知見活用を視野に検討

⑥運営
・

透明性

・「誰が運営するのか」が最大の疑問（複数班・早期検討の要望）
・まちづくり会社等の設立
・子どもの成長への寄与
・議事録公開・検討過程の透明性を求める声（懇談会・パブコメ）

Ⅵ 運営体制・担い手の確立と検討過程の透明性確保

→ まちづくり会社等の設立検討（勉強会開始・両エリアの担い手）
→ 学芸員・スタッフの早期配置、子ども・観光客を含む運営モデルの設計
→ 議事録・検討過程の公開、説明会の定期開催など透明性を確保

懇談会・パブコメ意見の大半は「基本構想の方向性への賛同」を前提に、基本計画フェーズでの具体化を求めるもの。上記Ⅰ〜Ⅵを基本計画の検討構成に位置付け策定を進める。

懇談会・パブコメ意見の分析と基本計画で検討する事項について
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１．基本構想の位置づけ
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プロジェクトの趣旨

東川町は、大雪山の麓に広がる田園地帯として、厳しくも豊かな自然環境と共生しながら、「文化農村」（「東川村史」（昭和29年）序文より
引用）としての地域形成を進めてきました。また、1969年には木工家具産業の振興を目的として東川町企業誘致促進期成会を結成し、木工
団地の整備および企業誘致を推進してきました。その結果、現在では木工家具産業が生産額および就業人口の両面において町の基幹産業と
して確立され、町民の約40％が関係する「家具の町」としての地域特性を形成しています。

 さらに、1985年の「写真の町」宣言を契機として、芸術文化を基軸としたまちづくりが展開されてきました。「写真文化」を起点として、国内外の多
様な人材や組織との交流と連携を重ねる中で、「大雪山文化」および「家具デザイン文化」と相互に影響し合いながら、東川町独自の文化的蓄
積が形成されてきました。

一方、今後の東川町のまちづくりにおいては、旭川圏域全体の人口減少が進行する中、令和５年度に策定した「東川町新まちづくり計画
2024」において、コミュニティ、産業、福祉、交通、地球温暖化等、多様かつ複合的な課題への対応が求められています。また、中心市街地につ
いては、「ひがしかわ価値創造計画」において、「東川の暮らしの魅力を発信し、人や地域をつなぐ」拠点としての機能強化が位置付けられており、
町の歴史的資産である旧東川駅跡およびレンガ倉庫群の利活用は、その中核的施策の一つとされています。

 さらに、「東川町新まちづくり計画2024」においては、地域コミュニティを「まちづくりを支える土壌」と位置付け、対話と参加の促進による持続的な
地域運営を目指すこととしています。加えて、東川町はこれまでも「ひがしかわ株主制度」および「オフィシャルパートナー制度」等の独自施策を通じ、
町内外の多様な主体との関係構築および協働・共創の推進に取り組んできました。

 そのような中、近年、文化を基軸としたまちづくりの進展に伴い、町にゆかりのある国や作家からの芸術作品等の寄贈が増加しています。加えて、
北欧家具等から構成される「織田コレクション」についても、次代への継承を目的として取得を進めています。しかしながら、これらの文化資源につ
いては、町民への周知および利活用が十分に図られているとは言い難く、その活用方策の確立が課題となっています。

以上の経緯を踏まえ、「旧東川駅跡再開発プロジェクト」は、東川町が有する多様な地域資源、文化財および国内外のネットワークを最大限に
活用し、将来のまちづくりにおける課題解決の基盤となる拠点の形成を目的として、旧東川駅跡の再整備を行うものです。

本プロジェクトの推進に当たっては、計画策定段階から運営段階に至るまで、町民が主体的に関与する仕組みを構築するとともに、文化資源お
よび文化財の活用を通じて新たな文化の創出を図る場とします。さらに、多様な主体との連携のもと、まちづくりの課題解決に資する新たな価値
や活動を創出する拠点として位置付けます。

 なお、令和５年度までは本プロジェクトを「KAGUデザインミュージアム」と称していましたが、本プロジェクトは単なるデザイン展示施設にとどまるもの
ではなく、地域資源の総合的活用を通じて、旧東川駅跡一帯を起点とした広範なまちづくりの展開を目的としています。このため、本構想では
「KAGUデザインミュージアム」に代え、「旧東川駅跡再開発プロジェクト」の名称を用いることとします。
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基本構想の位置づけ
• 東川町では、「新まちづくり計画2024」（令和6年3月）の策定をはじめ、近年対話と参加を重視したまちづくりを積

極的に推進してきました。

対話によるまちづくりの取組

取組例① タウンミーティングの開催
• 令和５年度より毎年、各自治振興区や町内団体等を対象に、「タウンミーティング」を開催しています。令和7年度は特に「旧東川

駅跡再開発プロジェクト」を主な議題として、開催をいたしました。
• 「タウンミーティング」は、町長より直接まちづくりの進捗状況を説明した上で、より良い適疎な町づくりの推進を目的に、町民のみ
なさまと対話を行うものです。

取組例② 「新まちづくり計画2024」の策定
• 「タウンミーティング」の結果を踏まえて策定作業を行いました。
• 策定委員会はワークショップ形式を基本として進行し、50人の委員が自ら町の将来や今後のアクションプランを話し合いました。こ

れらの対話の場で基づいていただいたご意見に基づき、計画を取りまとめています。
• また、計画の基本理念においては、「コミュニティづくり│対話と参加で共に歩む適疎なまち」をまちづくりを支える土壌と位置付けて

います。

取組例③ 自治振興区別計画の策定
• 令和6年度には、5つの自治振興会が、それぞれ自らが主体となってアンケートやワークショップ等を行い、地区の「自治振興計
画」を策定しました。

• 町は全体ワークショップの開催や、検討ツールの提供を通じ、これらの改定策定を支援しました。
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基本構想の位置づけ
• こうした対話と参加によるまちづくりの一環として、本構想策定に際しても、有識者、並びに町民の皆様のご意見等を

懇談会に共有しながら、検討を進めてきました。
• また、今後の検討においても、引き続き積極的な情報発信を継続することを想定します。
検討プロセスの全体像
～令和
6年度

令和7年度 令和8年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

町
民

懇
談
会

有
識
者

議
会

旧
東
川
駅
跡
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査

説明
4月9日

説明
10月31日

意見交換
10月3日

タウン
ミーティング
７月２日～
7月30日

説明会
11月1日

有識者
インタビュー
5月24日～

6月9日

有識者
会議

10月６日

有識者
会議

3月2日

結果共有

結果共有 結果共有

旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会

第1回
6月30日

第2回
7月18日

第3回
8月20日

第4回
10月30日

第5回
3月24日

プラン
説明会
3月2日

視察
上士幌
1月23日

視察
東京

1月13.14日

同行

東町2丁目
町内会懇談会

3月15日

第6回
6月５日

予定

第7回
7月17日
又は24日
予定7月

27日

有識者
意見徴聴
取

～5月15日
頃予定

住民説明会
4月19日

パブリック
コメント

6月10日～
30日

構想完成（予定）

結果共有 結果共有（予定）

視察
東京

1月13.14日

説明
６月10日

説明
３月30日

予定
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基本構想の位置づけ
• 懇談会では、下記に示す議事について、主としてワークショップ形式により議論を行いました。
• 本基本構想は、懇談会による議論を踏まえて取りまとめを行いました。

懇談会における各回の議事概要

• 検討の前提として、駅跡再開発のねらいや懇談会の役割・ゴールについて共通認識を醸成する。
• 有識者からの提言内容を確認した上で、まちづくりの課題（協働で取り組み解決すること）や自分たちの課題（自

分たちが主導して解決すべきこと）について、ワークショップ形式での議論を行った。
第1回

• 農・商・観光・木工・教育・住民等の各分野で、自らの取組における課題を共有する。また、本プロジェクトや織田コ
レクションをはじめとする町の資源の活用により、それらがどのように解決できるか検討する。

• ワークショップ形式での議論を行った。
第2回

• タウンミーティングの結果等も踏まえながら、各団体が抱える問題に対して、本プロジェクト／織田コレクションなどの町
の資源を活用してどのように解決できるか、ワークショップ形式での議論を行った。

• また、基礎調査で示した「基本理念」「本計画に求められる場の役割」の検証を行った。
第3回

• 第３回までに検討した内容を踏まえ、成果・効果の観点からねらい、基本理念、機能を整理した。
• 5回目以降の議論の活性化に向け、空間イメージ形成に向けたワークショップを行った。第4回

• 基本構想（案）に対する意見聴取と、今後のスケジュールを共有するした。第6回

• 第4回までに検討した内容、プラン説明会、視察等の結果を踏まえ、基本構想骨子案（中間報告）を検証した。
• ワークショップ形式での議論を行った。第5回

• 議会説明、パブリックコメントなどを経て、最終的にまとめた構想案を提示し、最終確認を行う。第7回

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度
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各公共施設について
• 町内の既存公共施設を行政・地域コミュニティ拠点、文化・学びの拠点、観光拠点、産業拠点別に整理すると以下の通りです。
• 各施設単体では一定の役割を果たしていると評価できますが、町全体としての回遊等を促す観点では課題があるものと考えられま

すあります。
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各公共施設について
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旭川電気軌道東川線・東川駅跡地について
• 本プロジェクトにおいて活用を検討する旧東川駅跡は、旭川電気軌道東川線の駅として、昭和47年まで人や物資の

移動の拠点として活用され、廃線後もJAひがしかわの農産物の倉庫として利用されてきました。令和6年、ライスターミ
ナルの開設により倉庫としての役割を終えています。

• 現在町内の鉄道は廃止されています。旧東川駅跡にはプラットフォームプラットホームが現存するほか、東川町郷土館
において当時使われていた車両を見学することができます。

年 できごと

大正末期
他の市町村と比較して交通不便であったため、住
民の間から旭川への交通機関として鉄道敷設の要
望が起こる

昭和２年
旭川電気軌道東川線が開業
戦後を通じて町内商工業者、農協の商品、資材の運送に多大の
便宜を与えていた

昭和24年 火災により旭川追分電車車庫全焼、車両焼失
東川駅留置の1両のみ残る

昭和47年 全線廃止

現在

旧駅跡には記念碑が建てられ、プラットフォームプ
ラットホーム等が現存する。東川町郷土館にはモハ
101（昭和24年製造）が展示されている
電車が東川の発展に果たした役割は非常に大きく、この功績を住民
の心に永遠に残したい念願から、廃車された一台（101号車）の
寄贈をうけ（中略）保存されることとなっている

旧東川駅跡の概況

（写真）駅跡が写真の屋外展示に活用されている様子（東川町フォト・フェスタ2023／写真の町東川賞歴代受
賞作家屋外写真展「Northern Life ―北のくらし、北へのまなざしー―」）

（出所）東川町史、北海道記念碑Report「東川駅跡碑」（http://h-kinenhi.sakura.ne.jp/html/higasi.html）、NHK北海道WEB「【懐かしの鉄路・旭川電気軌道】旭川と東川に電車が！」
（https://www.nhk.or.jp/hokkaido/lreport/articles/300/174/03/）、東川町国際写真フェスティバルウェブサイト（https://photo-town.jp/schedule）



9

建物群の概況
• 本プロジェクトにおいて活用を検討する、旧東川駅跡に現存する建物群の概況は以下の通りです。これらについて、令

和6年度に構造的劣化状況の調査および考えられる補強方法の検討を行いました。
• 構造調査の結果を踏まえ、一部倉庫については必要な構造補強等を行ったうえで利活用することを想定します。

（出所）江尻建築構造設計事務所「東川町 文化関係人口発信・活用拠点調査構造改修に関する検討」より引用

NO 施設名称 建築年 現況構造

① 18号倉庫 昭和36年 木造

② 車庫 昭和42年 木造

③ ５号倉庫 昭和27年 レンガ造

④ ７号倉庫 昭和31年 レンガ造

⑤ 16号倉庫 昭和34年 ブロック造＋鉄筋コンクリート造

 対象建物群は、歴史的
建造物という視点ではま
だ、新しい建物であるが、
駅舎がない現状では東川
町の歴史をとどめる重要
な建物群であると考えら
れる。

 18号倉庫、車庫、5号倉
庫と7号倉庫は一体化さ
れておらず、明確なエキス
パンションジョイントはない。
同様に16号倉庫と14号
倉庫は一体化されない。

建物群の概況：（建物は全て平屋建て）
NO 施設名称 建築年 現況構造

⑥ 14号倉庫 昭和33年 ブロック造＋鉄筋コンクリート造

⑦ 25号倉庫 昭和36年 石造＋鉄筋コンクリート造

⑧ 38号倉庫 昭和52年 木造

⑨ 22号倉庫 昭和33年 レンガ造＋鉄筋コンクリート造

⑩ 31号倉庫 昭和44年 鉄骨造（一部SRC造）



２．旧東川駅跡再開発プロジェクトを通じて解決すべき課題
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まちづくりに対する基本的な考え方
• 東川町では古くから「文化農村」が謳われ、特に近年（1959年の町政の施行以降）では、「大雪山文化」「家具ク

ラフトデザイン文化」「写真文化」という３つの地域が育んだ文化による「適疎」なまちづくりを進めています。
表：東川の人口動態（国勢調査より）

2007年ごろから、町の在り方を示す言葉として「適疎※」を使用し始める。
2015年 「行政区の再編」と「自治振興会」の設立
※東川町は「適疎」という言葉を、過密でもなく過疎でもない、「適当に『疎』（ゆとり）がある」ことと解釈し、町では2007年頃から、まちづくりの理想像を示す言葉として使用。
仲間と時間と空間の３つの「間」があり、人々の暮らしに「ほど良いゆとり」がある暮らすことのある暮らしを理想とする。

市町村名 1950年 1965年 1975年 1985年 1995年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年
（速報値）

東川町 10,754 9,003 7,616 7,760 7,211 7,701 7,859 8,111 8,314 8,726

1962年 農地の土地基盤整備事業を、全道に先駆け1963年～1975年実施 2014年 写真文化首都を宣言／東川小学校移転

1969年 米造り専門の純農村から脱皮、過疎対策として木工家具産業振興開始 2015年 東川町立日本語学校開設

1985年 「写真の町」宣言。文化芸術によるまちづくりのスタート 2016年 デザインスクール開始／写真文化首都「写真の町」東川町複合交流施
設「せんとぴゅあⅠ」開設／織田コレクションの公有化を開始

1994年 写真甲子園スタート／町のホームページスタート 2018年 東川町複合交流施設「せんとぴゅあⅡ」開設

2001年 道の駅「ひがしかわ道草館」開業 2019年 オフィシャルパートナー制度スタート

2002年 美しい東川の風景を守り育てる条例制定 2020年 「共に」宣言／公設民営施設「三千櫻酒造」開業

2003年 合併をしないという選択。地域の特色を活かす施策（住宅支援施策
（景観住宅・アパート支援・宅地分譲） 、起業化支援など） 2021年 椅子の日制定

KAGUの家オープン・「隈研吾＆東川町」KAGUデザインコンペスタート

2006年 君の椅子開始／新・婚姻届、新・出生届開始 2022年 ゼロカーボンに取り組む適疎な町宣言

2008年 ひがしかわ株主制度（ふるさと納税）スタート 2023年 全世代交流施設「そらいろ」開設／温浴施設「キトウシの森きとろん」開業

2012年 モンベル大雪東川店開業 2025年 公設民営（産業ツーリズム）施設「CRAFTPIA（クラフトピア）」開業
公設民営施設「丹丘蒸留所」開業
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まちづくりに対する基本的な考え方
• 新たなまちづくりのあり方が検討される中で、まちの顔である中心市街地の活性化を図る計画として、町民委員による

グループワーク形式を取り入れながら、ひがしかわ価値創造計画（令和5年3月）が策定されましたを策定しました。
• 本事業もひがしかわ価値創造計画において、今後取り組むべき具体策の1つとして位置づけられています。

一人ひとりの個性が尊重され、
官民が協働する開かれたまちづくり

豊かな自然の恵みが感じられる
仕掛けづくり

移動しやすく、歩くこと等を
楽しめる、回遊性の高い市街地づくり

町の産業の魅力を学ぶ・体験できる場、
発信することができる場づくり

町の歴史と文化に触れる場・機会づくり

自然景観と調和する
美しい街並みを育てる取組の継続

1

2

3

4

5

6

誰もが自分らしく過ごすことのできる豊かな時間・空間・仲間があり、
東川の暮らしの魅力を発信し、ひとや地域をつなぐ中心市街地を共に考え、創造する

町内各地
町内各地

町内各地

東川町 町外

中心市街地
情報発信

東川の暮らしに魅力を感じる
「ファン」との一過性でない関係づくり

誰もが自分らしく過ごすことのできる
豊かな時間・空間・仲間の実現

東川の暮らしに触れる
きっかけとなる場所

基本目標

ひがしかわ価値創造計画
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（出所）東川町ホームページ、東川町まちづくりブック2024

新まちづくり計画2024 基本理念の趣旨

まちづくりに対する基本的な考え方
• さらに、令和6年3月には、対話と参加のプロセスを通じ、全町のまちづくり方針を示した「新まちづくり計画2024」を策

定しました。

開拓から 130 年、そして写真の町 40 年という節目を迎えた令和６（2024）年
からスタートする新まちづくり計画は、これまでの歴史を尊び継承しながらも、東川町と
町を取り巻く時代の潮流を見据え、「大雪山の恵みを受けて、豊かな暮らしを共に
育むまちづくり」を基本理念としたまちづくりを進めます。

この基本理念は、先人が地域を思い築いてきた町づくりに対する敬意を持ち、多様な
価値観を持つ人が互いを尊重しながら暮らすことのできる世界に開かれた適疎な町を
目指すものです。現在の人口と同程度の８千人台の住民数を維持しながら、日常
生活において幸福が実感できる、豊かな暮らしを共に育みながらまちづくりに取り組む
ことにより、「地域の特色と多様なつながりにより経済的な豊かさの創出」、「多様な
学びを実現し人や社会とのつながりの中でいつまでも自分らしく安心して暮らせる
環境の形成」、「自然と共生した美しい景観の保全、多様な価値観を持つ人が共
生する活力ある地域コミュニティづくり」等、様々な観点から町民生活の質全般を
向上させ、町に住む、東川町を愛するすべての人が、東川町の過去と現在、魅力や
課題を共有し、将来のまちづくりについて共に考え、対話し、共創することができるまち
を目指すものです。
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まちづくりに対する基本的な考え方
• 本プロジェクトは、「新まちづくり計画2024」で示したまちづくりの新たな課題の解決や、基本理念・目標の推進に資す

るものとして推進することとします。

まちづくりの新たな課題

「大雪山の恵みを守り、豊かな暮らしを実現するまちづくり」
～東川だからこそ、地球温暖化や気候変動への対応へ率先して取組みたい～

「大雪山と市街地の魅力を生かす観光産業」
～天人峡、市街地、キトウシの森、旭岳をより魅力的に～

「子どもたちの未来と高齢者等が安心できる暮らし」
～安定した福祉サービスが受けられるように～

「生活の足となる総合的な交通対策」
～高齢者など自家用車を持たない人も移動がしやすい町に～

「魅力ある産業の振興と地域内外の協働・共創」
～農業、商工業、観光業が連携した産業を発展させよう～

「東川の子どもたちが帰ってくることのできるまちづくり」
～10年後、20年後の町の担い手を育てよう～

「東川らしい地域コミュニティを考えよう」
～地域の人たちの生活基盤であるコミュニティを持続的なものに～

課題
1

課題
2

課題
3

課題
4

課題
5

課題
6

課題
7

「適疎で豊かな暮らし」を実現する5つの目標

まちづくりの基本理念
大雪山の恵みを受けて、豊かな暮らしを共に育むまちづくり

コミュニティづくり│対話と参加で共に歩む適疎なまち

まちづくりを支える土壌

人づくり

人を育む文化と学びのまち

活力ある
経済循環づくり

多様なつながりによる
価値共創が生まれるまち

人と自然が共生する
環境づくり

美しく住みよいまち

人にやさしい
暮らしづくり

幸福を実感できる
まち

適疎で豊かな暮らし

関連・連動 関連・連動

関連
連動

関連
連動

関連・連動

しあわせ

「新まちづくり計画2024」の理念と目標
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東川町の文化財
• 東川町には約7,000点の文化財があります。その一つである「織田コレクション」は、20世紀のすぐれたデザインの家具

と日用品群が関連資料とともに系統立てて集積された、世界でも類を見ない貴重なコレクションです。
• 現在一部が「せんとぴゅあ」等で常設展示されているほか、外部展示会への貸出等が行われています。
東川町の文化財

カテゴリ 数量
椅子 約1,450種類（文化財登録：1,319件）
テーブル・デスク 約75種類（文化財登録：14件）
キャビネット 約50種類
照明器具 約150種類
陶磁器 約3,500ピース
ガラス器 約1,000ピース
器、ボウル類 約50種類
カトラリー類 約1,300ピース
木製玩具、オーナメント類、イッタラバード等 約500種類
バードハウス、バードフィーダー類 約100種類
各種資料（文献、図面、写真等） 約20,000種類

織田コレクションの概要

表:織田コレクションの概要

• 2016年以来、東川町は織田コレクションの公有化、文化財登録を進めてきました。
• 町内では、年に数回の作品の入れ替えをしながら、せんとぴゅあにあるギャラリー１や

家具デザインアーカイブスコーナーにおいて常設展示しています。
• 最近では、都市圏で開催される展覧会への貸出等も行っています。

（出所）東川町ホームページ、せんとぴゅあホームページ

（令和７年度末時点）
カテゴリ 数量

総数 7,009
建造物 14

美術工芸品 6,585
6,981

（主な内訳）
写真の町東川賞受賞作家作品（写真） 3,523
織田コレクション（家具・日用品） 1,333
松田与一作品（彫刻） 691
大雪山アーカイブス（大雪山の歴史を伝える書籍等） 421
藤野千鶴子作品（絵画） 426
安田侃彫刻 ６
伝統郷土玩具 402
美術工芸品その他 179

その他 14

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://higashikawa-town.jp/portal/rashisa/panel/168
https://higashikawa-town.jp/CENTPURE/facilityinfo/centpure1



３．旧東川駅跡再開発プロジェクトの基本的な方向性
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はじめに

（活動）

• 本プロジェクトは、東川町の自然、産業、歴史、暮らしといった多様な地域資源の価値＝文化に触れ、学び、人と人がつながることを通
じて、東川らしい豊かな暮らしを育むことを基本理念とします。

• また、その実現にあたっては、「町全体がデザインミュージアム」の考え方に基づき、旧東川駅跡と町内に点在する既存施設や地域資源
を結びつけ、来訪者がそれらを回遊しながら体験することにより、単一施設としての完結ではなく、町全体の価値を高めることを図るもの
とします。

• 本構想は、施設整備のみにとどまらず、町内外の人々が主体となって活動し、新たな価値を生み出す「場」を形成することを重視し、町
全体がめざす構造と方向性を示すものと位置づけます。



18

基本理念
• 旧東川駅跡は、今ある公共施設と連動しながら、町全体の環境や街並みとの調和の中で、「東川の歴史・文化・人

の魅力に触れ、豊かな暮らしを育む拠点」として下記の機能の導入を想定します。

導入機能（案） コンテンツ

１．
文化に資する機能

• 東川の暮らしの源流である生活・産業・文化の歴史等を知ることができる機能
• 織田コレクションを核として国内外との交流を促進し、新たな文化価値の創出につなげる機能

２．
学びに資する機能

• 町内外の多様な主体との協働を通じて、体験・活動・学び合いの機会を創出・支援する機能
• 「学ぶ」「働く」「暮らす」ことを一体的に支援し、町への定住や新たな地域活動の創出につなげる機能

３．
地域に社会的・経済的
価値を生み出す機能

• 東川の産業の魅力を広く発信するとともに、多様な主体との連携により新たな価値を創出する機能

４．
コミュニティづくりに
資する機能

• まちづくり団体の活動や取組を広く発信する機能
• 町民が日常的に集い、憩い、交流し、イベント等を行うことができる居場所機能

東川の魅力に触れ、学び、人とつながりながら、東川らしい豊かな暮らしを育む拠点
• 東川の暮らしを支える、生活・産業・文化の歩みを学べる場
• 多様な人々が地域の活動に参加し人と人がつながる場
• 世界と共に新しい価値を探究し発信する場
• 町民にとって日常的でかけがえのない居場所

基本理念（案）
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機能配置の検証│「町全体がデザインミュージアム」公共施設の機能の補完・深化のポイント
• 本構想では、旧東川駅跡と既存の拠点を相互に連携させることで、地域の様々な資源を結び付け、新たな価値や人の回遊を創出す

ることを図ります。
• 旧東川駅跡は、人・場所・情報・活動をつなぎ、回遊の入り口となる、起点（ハブ）であると位置づけます。
• 導入機能の一つである路面電車については、郷土館改修との一体的な整備・活用の観点から検討を進めるものとします。

カテゴリ 主要施設名 既存拠点の役割 ハブとしての旧東川駅跡が担う役割のイメージ
行政・
地域コミュニティ
拠点

そらいろ 全世代を対象に健康増進、交流、遊び・居場所機能を提供する地域交流拠点。 • 地域におけるコミュニティ活動が活発化することを目的に、地域で
行われる様々な活動や、地域ごとの「暮らし」にかかわる情報をを
集約して発信すると共に、利用者や活動内容に応じて柔軟な利
用ができる空間を提供することを通じ、町内に新たな活動やつな
がり、コミュニティビジネスなどを生み出します。

• 住民と外部来訪者の双方が利用する居場所として、「憩い」「交
流」「さらなる広がり」をもたらす場とします。

コミュニティセンター 各地区における自治活動、学び、日常交流を担う地域コミュニティの基盤拠点。

ふるさと交流センター 地域で活動する様々な団体の拠点として、会議・交流・協働の場を提供する拠点。

ゆめりん スポーツ、レクリエーション、学童保育等を通じ、子どもから高齢者までの健康・余暇活動を
支える拠点。

文化・学びの
拠点

せんとぴゅあⅠ・Ⅱ
（町立日本語学校） 写真・家具・大雪山文化の展示・学習・国際交流を行う文化・教育拠点。 • 町全体の文化資源について知るハブとしての役割を担い、既存拠

点の収蔵・展示空間等との連携により、地域全体の文化的価値
の向上を目指します。

• 旧東川駅跡においては織田コレクションを核とした文化的価値の
創出を図ります。

• 併せて、旧東川駅跡、東川が培ってきた生活文化の観点から、
町の歴史を理解できる場とします。

文化ギャラリー 写真や芸術作品の鑑賞および創作発表の場を提供する展示文化・教育拠点。

郷土館 地域の歴史・民俗・生活文化の資料を収集・保存・展示する拠点。

松田与一記念館 農民文化、東川氷土会および松田与一の思想・作品を通じ、地域の精神性や文化的価
値を伝える拠点。

観光拠点 道草館 観光情報の発信及び特産品販売を担う観光の玄関口となる拠点。 • 東川の食や産品を知るきっかけとなる場と位置付けることで、道草
館や既存店舗への回遊を促します。

• キトウシ・旭岳・天人峡等で得られる体験や、大雪山文化等につ
いて情報提供することで、これらのフィールドに足を運ぶきっかけ作
りを行います。

• 飲食・物販等については、旧東川駅跡の趣旨と合致するものとし
ます（例えば、憩いや交流に資する範囲での飲食物の提供、展
示等と関連した物販）。

キトウシの森・きとろん 自然環境や温浴を通じて五感で体験する滞在型観光・交流拠点。

旭岳・天人峡 大雪山国立公園の自然環境を体感する観光・登山・滞在の主要フィールド拠点。

旭岳ビジターセンター 大雪山・旭岳エリアにおける自然体験の入口として、登山・観光情報提供、自然解説を行
い、来訪者の行動を支える拠点。

産業拠点 CRAFTPIA 家具・木工分野における人材育成、技術継承、共創活動を担う産業振興拠点。 • 地域の事業者・団体等と連携し、地域の産業・産品の由来を伝
える場とするとともに、「農と食」「ものづくり」などをテーマとした体験
型のプログラムやワークショップを展開することで、各産業への関心
を喚起します。

• 地域の人材や事業者が運営、活動に積極的に参画できる仕組
みを構築とすることで、産業振興や新たなビジネスが生まれる場と
しての役割を担います。

ライスターミナル 農産物の集出荷・品質管理およびスマート農業等の技術導入を担う農業基盤振興拠点。

みずにわテラス 農業体験・食育・都市交流を通じ、農と食の価値を体験的に伝える交流拠点。
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機能配置の検証│旧東川駅跡を拠点（旧東川駅跡ハブ）とした回遊イメージ
•「町全体がデザインミュージアム」と位置づけ、旧東川駅跡を人・場所・情報・活動・施設などをつなぐ起点（ハブ）とし
た場合の町全体回遊イメージとして、下記に示すようなコースが考えられます。

•回遊動線の具体的な在り方等については、基本計画以降でより詳細に検討するものとします。
町全体がデザインミュージアム：旧東川駅跡を拠点（旧東川駅跡ハブ）とした4つの回遊イメージ
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機能配置の考え方│旧東川駅跡が果たす役割
• 旧東川駅跡は文化創造エリアと地域交流エリアの、異なる役割を果たす2つのエリアから構成される公共空間とし、関

連する町内他施設と相互に機能を補完しながら計画・整備・運営します。
• また、両エリアが交わりあうことで、町内外の主体の相互の学びあいや、新たな価値が創出されると考えます。

文化創造エリア
町の文化資源の保存・研究・
活用にかかわる機能を配置。

町と世界をつなぐ

地域交流エリア
町民、来訪者による活動の場づくりや、

居場所づくりにかかわる機能を配置

世界と共に新しい価値を探究し発信する場
⇩

東川の魅力に触れ、学び、人とつながりながら東川らしい豊かな暮らしを育む拠点

文化に資する機能

学びに資する機能

地域に新たな社会的・経済
的価値を

生み出す機能

コミュニティづくりに
資する機能
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プラットホーム・記念碑等をモニュメントとして活用

７号倉庫右横の道路は交通制限の要否を検討

北4条道路の交通制限の要否を検討

機能配置の考え方│旧東川駅跡

項目 内容
プロジェクトの
方向性

町の自然、産業、文化、暮らしなどを地域資源として捉え、町全体
を学びと体験の場とする「町全体がデザインミュージアム」

機能・サービス

織田コレクションをはじめとする町の文化資源の展示・収蔵、文化
資源の価値を高め、発信する機能、KAGUコンペ作品ほか

町民の日常的な居場所、交流、活動、情報発信、イベント等を支
える機能、「学ぶ」「働く」「暮らす」ことを支え、東川の産業の魅力
発信、新たな価値を創出するコミュニティビジネス機能、交流や憩い
に資する範囲での飲食・物販機能、駅跡の歴史を示す路面電車

既存建物の
活用範囲

レンガ造、石造等、一定の歴史価値を有すると思われる倉庫およ
びプラットフォームは原則として残す。既存倉庫で賄えないエリアに必
要な機能については、建物を新築により整備をしていく

エリア活用の方針（案）

空間 想定する活用方法

ストレージ 織田コレクションを中心に、町が所有する文化資源を収蔵する。収蔵
庫を公開する、収蔵展示の実施を想定する。

展示室、ロビー、
オフィス

織田コレクションなど町が所有する文化資源の展示室や、ロビー、その
他運営に必要な事務所等としての活用を想定する。

パブリックスペー
ス

日常的な居場所として、町民の活動、交流、憩い、情報発信等での
活用、「学び」「働き」「暮らし」を支え、東川の産業の魅力発信、新たな
価値を創出するコミュニティビジネス機能、交流や憩いに資する範囲で
の飲食・物販機能、駅跡の歴史を示す路面電車の展示などを想定す
る。

多目的ホール 各種文化活動、講演等での活用を想定する。

屋外広場 町民の憩いや交流、イベント等の場としての活用を想定する。

想定する空間（案） ※実線は既存倉庫活用、破線は新設を想定

レンガ倉庫

多
目

的
ホ

ー
ル

（
約

300㎡
）

展示室、ロビー、オフィス
（約600㎡）

ストレージ（約2,500㎡）

※下図は機能配置や全体として適正な規模等に対する現段階の町の考え方を示したものです。各建物の
詳細な位置や形状、面積等は未確定であり、引き続き検討を進めます。

織田コレクションをはじめとする
町の文化資源の展示・収蔵、
文化資源の価値を高め、発信
する機能

屋外広場
文化創造エリア

町の文化資源の保存・研究や活用にかかわる
機能を配置し、町と世界をつなぐエリア

レンガ倉庫
パブリックスペース
（約500㎡）

パブリックスペース
（約200㎡）

屋外広場

町民の日常的な居場所、交流、活動、情報発信、イベント等を支える機
能、「学ぶ」「働く」「暮らす」ことを支え、東川の産業の魅力発信、新たな価
値を創出するコミュニティビジネス機能、簡易な飲食・物販等の利便・滞在
機能、路面電車

地域交流エリア
町民、来訪者による活動の場づくりや、

居場所づくりにかかわる機能を配置するエリア

石造倉庫
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今後の検討
• これまでの懇談会や対話のプロセスを通じて得た意見を下記５つの問いとして整理し、①～・②は特に基本構想で明

らかにする事項、③～⑤は現段階では留意することとし、基本計画で実施に向けて検討を行う事項と位置付けます。

項目 想定される検討事項

特に基本構想において明らかにする事項

① 旧東川駅跡の
位置づけ

• 町にとってこの場所は何の拠点なのか（観光拠点か、文化拠点か、日常利用の場か）
• 導入機能と構成案（コンテンツ）、その優先順位をどう考えるか

② デザインミュージアム
という考え方

• 東川町が掲げる「町全体をミュージアムとする」考え方との整合性
• 拠点施設としてどこまでを担うべきか
• 町内の公共施設（分散配置）との役割分担

現段階では留意することとし、基本計画で実施に向けて検討を行う事項

③ 実現性・段階性
• 初期整備として現実的な規模・内容か
• 将来的な発展・修正が可能な構造になっているか
• 財政的・人的リソースとの関係

④ 運営と担い手
• 行政が担うべき部分と民間・地域に委ねる部分
• 指定管理・協働運営との相性
• 長期的に持続する運営像が描けているか

⑤ 町民・来訪者との
関係

• 日常的な町民利用のイメージ
• 子ども・若者・高齢者の関わり方
• 観光客とのバランス

今後の検討に向けた考え方

上記のほか、本施設は回遊の起点としての役割を担うことから、徒歩だけでなく自動車利用も含めた実効性のある移動体系を前提とし、交通結節機能や駐
車機能のあり方については、基本計画において具体的に検討します。
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一般財源 ２億円

公共施設整備事業債 １８億円（２０億円×９０％）
※（うち３０％の５．４億円は普通交付税により補填）

概算事業費│整備費（ケーススタディ）
• 概算事業費は約45億円規模と試算し、設計精査・仕様調整により約40億円規模への最適化を前提に検討を進

めます。財源見込は40億円ベースで策定しており、地域未来交付金（20億円規模）や起債、一般財源を組み合
わせた多角的な財源構成を見込んでいます。総事業費の約６割以上を国庫補助・地方交付税でカバーするほか、
実質的な町負担分14.6億円はふるさと納税により確保を見込みます。

地域未来交付金（拠点タイプ） ２０億円

2億円

18億円

20億円

※実質的な町の持ち出し14.6億円

※ふるさと納税により確保

項目 金額 備考

整備費合計 約45億円
新設整備 78万円/㎡、
改修 160万円/㎡、外構、
設計費、既存倉庫除却費

年間運営費 約1.1億円 約4,000㎡対象

※ケーススタディ（既存倉庫改修を含む）では、以下の費用が見込まれる。 整備事業費40億円とした場合の財源見込

12.6億円

※ 総事業費（約45億円→約40億円規模に最適化）は現時点の概算であり、資材価格・労務費の高騰等の社会情勢により、設計精査・発注段階で変動する可能性があります。
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施設事業運営手法の決定に当たり重視する考え方
• 町の現状や本事業の趣旨を踏まえ、例えばまちづくり会社による運営への参画等の可能性も視野に入れながら、今

後最適な事業運営手法を決定します。
• 今後、事業運営手法を決定するに当たり、前提となる町の考え方について以下に示します。

事業スキームの例

町有地 駐車場・屋外広場

公共施設（地域交流エリア）

既存倉庫の改修および一部新設
公共施設として整備

事業手法は上記の考え方に基づき検討
（まちづくり会社等も担い手となりうる）

パブリックスペース

会議室
利用料

公共施設（文化創造エリア）

収
蔵

常設展示／企画展示

入館料

既存倉庫の改修および一部新設
公共施設として整備

事業手法は上記の考え方に基づき検討
その他期待する収入の例

企業版ふるさと納税

個人版ふるさと納税

公共施設の
運営費用に活用

※スポンサーシップやネーミングライツ等による
収入も想定しうる。

多目的
ホール

ホール
利用料

目的外
使用料

（自販機等）想定される収入項目の例

項目 重視する考え方
民間ノウハウの
活用余地 • 施設設置目的や公共性を踏まえつつ、一部業務については、民間事業者の専門性を活かし、利用者満足度向上や運営改善を図る形も考えられる。

地域経済循環・
地域主体の運営

• 様々な事業手法・運営形態が想定しうるが、エリア全体の価値創出を図るうえでは、施設整備・運営を通じて、地元企業、団体、人材の参画機会を
確保し、地域内経済循環や地域との関係性の深化を図ることが重要である。

利用者視点の
体験価値向上

• 単なる施設管理ではなく、来館前から来館後までの一連の利用体験を設計し、使いやすさ、居心地、分かりやすさ、再訪意欲の向上を図る「サービス
デザイン」の考え方を活かした施設運営が重要である。

エリア全体での
価値創出

• 本施設単体で完結するのではなく、周辺の公共施設や観光資源等との連携を通じ、来訪者の回遊や滞在時間の増加を図る視点が重要である。
• これにより、施設単体の集客だけでなく、地域全体の魅力向上やにぎわい創出につなげることが期待される。
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生活への影響と配慮
• 本プロジェクトの検討にあたっては、対象地周辺の住民、特に東町２丁目の皆様の生活環境への影響について、最

重要事項の一つとして位置付けます。
• 本事業は現在、基本構想段階にあり、具体的な設計内容、配置及び運営手法については未確定です。今後の基

本計画及び設計段階においては、地域住民への説明及び対話の機会を確保し、その意見を十分に踏まえながら、
生活環境との調和を最優先として検討を進めます。

1. 交通への配慮 動線計画にあたっては、生活道路への通過交通の集中を回避することを基本とします。必要に応じて交通安全対策を講じ、静穏な生活
環境の維持に配慮します。

2. 歩行者の安全確保 通学路及び日常的な歩行動線については重要な視点として位置付け、設計段階で安全性確保に必要な対策を講じます。
3. 地域の分断防止と動線への配慮 当該地は町内会の中心に位置し、羽衣公園を境とした北地域・南地域の活動動線上にあることから、整備にあたって

は地域の分断を生じさせないことを基本とします。通路や交通形態に変更が生じる場合には、事前の情報共有及び検討段階からの協議を行い、地域活
動に支障が生じないよう対応します。

4. 駐車場の配置 駐車場については、住宅地への影響を最小限とする配置を基本とし、その規模についても必要最小限とします。また、イベント時において
は、駐車場の分散配置等の運用について検討します。

5. 資源ごみステーション 当該地に設置されている資源ごみステーションは、地域の日常生活に不可欠な機能であることを踏まえ、その利便性を確保するこ
とを基本とします。移設が必要となる場合には、地域住民との協議を前提として検討を行います。

6. 駅跡記念碑の維持管理 駅跡記念碑は、地元有志により設置された歴史的価値を有する資産であることを踏まえ、その保存及び活用について適切に
位置付けます。維持管理の在り方については、現在の地域による管理状況を踏まえつつ、事業と一体的な管理の可能性も含め、地域と協議しながら整
理します。

7. 緩衝帯の整備 住宅地との境界部においては、樹木や植栽による緩衝帯の形成を基本とし、視線及び音環境への配慮、並びに良好な景観形成を図り
ます。これにより、施設と住宅地が調和的につながる環境の形成を目指します。

8. 夜間利用への配慮 夜間利用及びイベントの実施にあたっては、地域の生活環境との調和を基本とし、必要な運用上の配慮を行います。

本プロジェクトは、地域住民の生活環境の維持を前提として推進するものであるです。今後の各段階においても、継続的に説明及び対話の機会を設け、
地域との合意形成を図りながら進めるものとするとします。

生活への影響と配慮
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実際には、供用開始までの各検討プロセスの所要期間は、建設市況等の社会情勢、対象施設の規模・種類、採用する事業手法、関係者との意向調整の経過、既存建
物を利用する場合は当該建物の現況等、様々な個別具体的要因に影響を受け、変動する可能性があります。

検討プロセス 主な検討事項 所要期間

基本構想策定 • 旧東川駅跡の位置づけやデザインミュージアムの考え方を中心に、基本理念、導入機能、おおよその施設規模等
を検討し、事業の基本的な方向性を決定します。 約1年

基本計画策定 • 導入機能の詳細化、施設計画、管理運営計画、概算事業費、事業手法等の検討を通じ、事業のより具体的な
与件を決定します。 約1年

基本設計・
実施設計

• 基本設計では、施設配置、平面、立面、断面、構造、設備、外構の設計、整備費積算等を行い、基本設計図
書を完成させます。

• 実施設計では、対象施設にかかわる詳細設計、整備費積算等を行い、実施設計図書（発注図書）を完成させます。
約2年

建設・
開業準備

• 施設や外構の整備を行います。活用対象外の既存施設の除却等は、先行して実施する可能性があります。
• 運営面の開業準備として、学芸員・事務スタッフの雇い入れ、既存収蔵品の移転、展示及びその他事業の準備、供

用開始に向けた広報業務等を実施します。特に学芸／事務の核となるスタッフについては、設計等との連携のため、さ
らに早期に配置する可能性があります。

約2年～

事業スケジュール
• 本基本構想策定後、基本計画により、事業のより具体的な与件を決定することを想定します。
• 基本計画策定後、設計および建設に移行するとともに、並行して施設の開業に向けた運営面の準備を行います。

主要な検討プロセス
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11~3

基礎調査①
（庁内検討）

基礎調査②

基本構想

基本計画

運営体制構築

公募関係

基本設計・
実施設計

建設

開業準備

供用開始

文化施設
インパクト調査

建物調査

住民説明会・
パブリックコメント

予算確保

その他議会対応

庁
内
手
続
等

実施項目 令和
５年度

令和
6年度

令和
7年度

令和11
年度

令和12
年度

事
業

令和14
年度以降

事
業
化
検
討

令和８年度 令和9年度 令和13
年度

令和10
年度

討

実施

実施

実施

基本理念・導入機能
・機能配置等の検討

まとめ・パブコメ
反映 公表

基本方針・機能詳細化
まとめ・パブコメ
反映

事例調査

運営体制設立に向けた勉強会の開催
まとめ

基本計画策定
支援主体選定

事業手法・事業費精査
設計計画の検討

設立目的・事業内容精査

管理運営計画の検討

設立プロセス検討

施工者
選定

設計
予算提案

構想
説明

計画
説明

施工
予算
提案

実施 実施

R9基本計画
予算提案

進捗
説明

供用

開始

実施

実施

実施

実施
設計

公表

設計者選定

実施

基本
設計

タウンミーティング・住民説明会等について、必要に応じて実施 実施 タウンミーティング・住民説明会等について、必要に応じて実施

設置管理
条例

R8基本計画
予算提案

事業スケジュール
長期事業スケジュール（例）※直営を想定した例を示していますが、実際には前ページで示した各種変動要因により、下図と異なる推移経過をたどる可能性があります。

例えばまちづくり会社等、維持管理運営の一部を担う主体を
町が関与して新規に設立する場合、基本計画の内容と整
合を取りながら設立に向けた検討を行いうる。

設計・整備と並行して、開館準備作業を行う。運営の核と
なるスタッフ（館長等）は早期の配置も考えられる。

まちづくり会社等が想定される場合は、設立する。維持管
理運営を公募する場合は、公募時点までに設立されてい
ることが望ましい。



➢ 駅跡、道の駅整備に伴う中心市街地のイメージ図（機能配置の方向性：広場・道路・動線・駐車場）

北1条道路（バス・一般車を維持）

道道 旭川旭岳温泉線（車両動線・維持）

一丁目道路（歩行者空間化を検討）

旧東川駅跡再開発エリア

デザインミュージアム・広場

道の駅・道草館周辺整備

役場

せんとぴゅあⅡ

郷土館

文化ギャラリー

車両動線（維持） 車１車線（居住者用）＋歩行者用 歩行者専用 歩行者動線 Ｐ 既設駐車場 バスセンター

※本図は概念図であり、位置・規模は模式的に示したもの

Ｐ

Ｐ

Ｐ

駐車場造成（分散配置）

来訪者・居住者を分離

KAGUの家・コモンズ

せんとぴゅあⅠ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

バスセンター・歩行者広場ほか

Ｐ

Ｐ

中央通路（歩行者専用）

Ｐ

広場

Ｐ

Ｐ

Ｐ

新設駐車場Ｐ

Ｐ

Ｐ

そらいろ

北4条道路（車１車線・居住者用＋歩行者用）

資料３



方針

進め方

文化創造エリア（ エリアA ）を第一期として優先整備

事業費

全体 約40億円
（エリアA＋エリアB、事業運営・設計精査・仕様調整で最適化）

※ 総事業費 約40億円は現時点の概算であり、資材価格・労務費の高騰等の

社会情勢により、設計精査・発注段階で変動する可能性がある。

交通量調査

7月開始（事業者委託）→ 北4条道路・駐車場設計に反映

推進体制

東川町（事務局：適疎推進課）
事業主体・最終意思決定

エリアA（文化創造エリア）

設計会社

全体計画・施設計画提案

エリアB（地域交流エリア）

設計会社

全体計画・施設計画提案

フェーズ別スケジュール

準備（R8.7〜8月）

基本構想完了・準備フェーズ

・ 基本構想公表（8月）※懇談会・パブコメの結果公表を含む

・ 総合コンサル・運営コンサルのプロポーザル準備（8月〜）

フェーズ１（R8.9〜）

エリアA 基本計画作成

・ 事業者選定

・ 機能・面積・事業費・財源計画の確定

・ 運営体制の整備検討、学芸員確保ほか

フェーズ２

エリアB 基本計画作成

・ 事業者選定

・ 機能・面積・事業費・財源計画の確定

・ 運営体制の整備検討ほか

フェーズ３以降

基本設計・実施設計・建設・供用開始

・ 設計者選定 → 基本設計・実施設計 → 建設 → 供用開始

・ 運営体制構築→開業準備

総合コンサル

技術検討支援・財源計画支援

運営コンサル

サービスデザイン・収支計画

総合コンサル

技術検討支援・財源計画支援

運営コンサル

サービスデザイン・収支計画

資料４

※サービスデザイン：顧客体験のみならず、顧客体験を継続的に実現するための組織と仕組みをデザインすることで新たな価値を創出するための⽅法論
引用：2020.3経済産業省「我が国におけるサービスデザインの効果的な導⼊及び実践の在り⽅に関する調査研究報告書」

基本計画の進め方について
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